
■「全国就業実態パネル調査」実施およびWorks Index開発の背景

株式会社リクルートホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役社長 兼 CEO：峰岸真澄）の人と
組織に関する研究機関・リクルートワークス研究所は、全国15歳以上の男女およそ4万人の同じ対象に、本年より
毎年継続して実施する「全国就業実態パネル調査」を開始いたします。また、調査データを活用し、日本の働き方
を5つの側面から評価する独自の指標“Works Index（ワークス・インデックス）”を開発いたしました。

このたびホームページ上で公開した第1回調査結果(http://www.works-i.com/surveys/panel-surveys.html）を
起点に、今後継続して実施・公表することにより、日本における働き方を検証し、一人ひとりが生き生きと働き続け
られる次世代社会の創造に貢献します。

2016年5月23日

日本の約4万人の就業実態を調査する「全国就業実態パネル調査」を開始！

～独自指標“Works Index”により、日本の働き方を5つの側面から評価～

※本リリースは厚生労働記者会、労政記者クラブ、文部科学記者会、東商記者クラブで配布をしております。

少子高齢化による労働人口減少社会を迎え、従来の働き方を見直そうとする動きがこれまでになく高まって
います。時間や場所に制約がない働き方を推進するだけでなく、制約がある人も含めて誰もが継続できる働き
方に改革することで、働きたくても働けずにいた女性や高齢者、今後増えることが見込まれる介護を担う人材な
ど多様な人材が活躍することにより、新しい価値の創造が期待できます。この動きを前進させるためには、望まし
い方向に向かっているかを定期的に観測し、評価していくことが重要だと考えています。具体的には、就業率と
いった量的側面だけでなく、現在の就業状態は今後も持続可能であるかという観点も含めた質的側面からも働
き方を可視化し、その変化を見ていく必要があります。

しかし、既存の公的統計だけでは個人の就業実態を捉えきれないことが多いため、実態を深堀し、かつ、変化
を継続的に把握できる機能をもつ新しい調査として、今回「全国就業実態パネル調査」を立ち上げました。さら
に、このパネル調査のデータを活用し、働き方を5つの側面から可視化する指標“Works Index”を独自に開発
しました。これにより、性別や年齢階層別、就業形態別など多様な切り口による就業実態の分析や評価が可能
になります。

■調査目的：調査前年1年間の個人の就業状態、所得、仕事の状況などを、毎年追跡して調査を行い、

“Works Index”を作成・公表するとともに、日本における就業状態の変化、所得の変化を把握する

■調査対象：全国15歳以上の男女4万1000人

■調査時期：毎年1月

■調査手法：インターネットモニター調査。調査会社保有の調査モニターに対して調査を依頼

※下記に記す2016年実施第1回調査で回答の得られたサンプルに対し、今後毎年1月に調査を依頼する

全国就業実態パネル調査2016（第1回調査）

■調査時期：2016年1月14日～1月25日

■有効回収数：49,131名 ※依頼数：145,102、有効回収率33.9％

■調査結果（データ集）：http://www.works-i.com/pdf/160523_JPSED2016data.pdf

「全国就業実態パネル調査」の概要

「全国就業実態パネル調査」の立ち上げ、および“Works Index”開発の背景
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【本件に関するお問い合わせ先】
https://www.recruit.jp/support/form/

https://www.recruit.jp/support/form/
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Ｉ．就業の安定
Security

（安定性）

Works Index

III. ワークライフ
バランス

Work Life Balance

（継続性）

IV. 学習・訓練
Development

（発展性）

V. ディーセント
ワーク

Decent Work

（健全性）

ＩＩ．生計の自立
Self-living

（経済性）

インデックス

・就業している、未就業者でも就業意欲がある
・雇用保険に加入・受給している
・無業期間が少ない
・雇用継続の可能性が高い

インディケーター

・自分の労働所得で自分の生活を成り立たせている
・自立者の平均所得からの乖離が少ない

・残業時間がない、短い
・休暇が取得できている
・出産・育児や介護などで離職しなくてよい
・勤務時間や場所の自由度が高い

・難易度の高い、多様なタスクの仕事が任されている
・OJTの機会がある
・Off-JTの機会がある
・自ら学んでいる

・仕事量や負荷が適切である
・公平・平等な職場である
・ハラスメントがなく人間関係が円満である
・労働者の権利が担保されている
・安全な職場で本人も健康である

“Works Index”の概要

“Works Index”は、個人が生き生きと働き続けられる状況を理想として作られた指標であり、リクルートワークス研究

所が必要と考える５つの指標（以下インデックス）によって構成されています。それぞれのインデックスにはインディ
ケーターと呼ばれる構成要素があり、インディケーターに関連するパネル調査の結果より得点を算出し、それぞれの
インデックスにおいて0～100点の間の値を取ります。100点をとれば、理想的な状態になっていることを示しています。
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【第1回パネル調査結果より】
日本全体の「Works Index 2015」の結果

ワークライフバランスは63.0、ディーセントワーク

が58.5、就業の安定が58.2である一方、学習・訓練

は30.6とほかに比べて低い点数であり、課題がある

と言えそうです。生計の自立はそれよりも少しスコア

が高いが51.6でした。

“Works Index”を見ることで、働き方の状況を可視

化することができ、今後継続することによりどの要素

が良くなり悪くなっているかも明らかになります。

ここで紹介した結果がなぜそうなっているのかに

ついては、ホームページ上に公開しているレポート

「Works Index 2015-日本の働き方の定点観測-」に

て詳細をご覧いただけます。

▼レポートはこちらから：

http://www.works-i.com/pdf/160523_WorksIndex2015.pdf

注）インデックスは、0～100で評価され、スコアが大きい
ほど望ましい状況であることを表す

【“Works Index”を構成するインデックスとインディケーター】


